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講演題目 

2024年度国際関係学部日本語教員養成課程の日本語教育実習と実習による実習生の学び 

研究の目的、成果及び今後の展望 
本報告は、2024 年度静岡県立大学国際関係学部日本語教員養成課程の前期科目「日本語教育実践

研究」の授業内容と日本語教育実習による実習生の学びをまとめたものである。 

文化審議会国語分科会『日本語教育の養成・研修の在り方について（報告）改訂版』（平成 31年 3

月）では、教育実習の指導項目として、オリエンテーション、授業見学、授業準備、模擬授業、教壇

実習、教育実習全体の振り返りの 6項目を含めることとしている。これに従い、当該科目の内容は、

(1)学内における講義や演習等、(2)学外の教育実習に大きく分けられる。 

（1）学内の講義や演習等の内容は、オリエンテーション、実習校の選択と理解、模擬授業、授業

準備 、教育実習全体の振り返り、報告書の作成である。学外の教育実習の内容は、実習機関によっ

て異なるが、文化審議会国語分科会の報告に準じ、授業見学及び振り返り、授業準備、教案作成、教

材準備、教壇実習及び振り返りを依頼している。 

また、実習機関の教育理念等に照らし、学習者に対 

する評価、テストや課題等の作成なども行う。今年度は、 

静岡日本語教育センター、A.C.C 国際交流学園、エスコ 

ーラ・オブジェチーボ・デ・イワタ、静岡インターナシ 

ョナルスクールにお世話になった。 

実習終了後、実習生 5名全員で教育実習全体の振り返 

りを行い、実習による学びについて KJ法で整理したとこ 

ろ、右に示すように大きく分けて「教師を取り巻く実態」 

「生徒」「授業準備の学び」「教師としてのコミュニケ 

ーション」（複数回答）という学びが得られた。 

実習生には、実習の経験を活かし、大学卒業後の社 

会人への新しい一歩を踏み出してほしい。たとえ今す 

ぐに日本語教師とはならなくても、いつの日か日本語 

教育の場へ私たちの仲間として戻ってきてくれること 

を期待する。 

 

2024年度日本語教育実習による実習生の学び 
 
 

 
 

教師をとりまく実態(8) 

・日本語教師の仕事範囲の広さ(1) 
・日本語学校の業務の幅広さ(1) 
・教員同士の連携の大切さ(1) 
・日本語を教えることは難しい(1) 
・日本語の先生の忙しさ(2) 
・日本語教師として生活することの大変さ 
 (金銭面、忙しさとのアンバランス)(1) 
・日本語教育の現場は支援がまだまだ足りて
いないこと(1) 

 

 
 

・授業をすることのやりがい(1) 
・日本語教師の楽しさと大変さ(1) 

授業準備の学び(10) 

・教え方の多様さ(1) 
・事前準備や確認の重要さ(1) 
・授業準備の大変さ(1) 
・教案の作り方(2) 
・教え方の種類、使い分けの工夫(1) 
・生徒の発言、活動を多く設定する(授業)(1) 
・授業を行うときに準備するもの(1) 
・授業の流れ(1) 
・メリハリのある授業作り(1) 
 

・外国語話者にとっての簡単な日本語(1) 
・生徒を飽きさせない方法(1) 
・生徒主体の授業の有効さ(1) 
・一つ一つの自分の言葉遣い(1) 
・使う日本語の選び方(1) 
・興味をもたせる(もってもらう)(1) 
・生徒の発言を無視しない 

(双方向の授業が大切)(1) 
・身振り、手振りを使うことの大切さ(1) 
・(授業内)短く分かちやすい発話を 
心掛ける(1) 

 

生徒への働きかけに関する学び(9) 

生徒(9 ) 

・通う生徒について(１) 
・文化の違い(授業の受け方)(１) 
・身近に必死に勉強している留学生が 
たくさんいること(１) 

・国による習得度の違い(１) 
・生徒の発言から得ること(１) 
・生徒との関係性 大事 交流(１) 
・生徒に教え成長することの楽しさ(１) 
・留学生の実状(抱えている問題や 
日本に来る目的など)(１) 

・生活圏に留学生が多くいる(１) 
 

教師としてのコミュニケーション(2) 
 

・初級学習者とのコミュニケーションの取り方(1) 
・授業外のコミュニケーションの大切さ(1) 
 
 
 

ブラジル人学校、日本語学校の
仕組み(1) 
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